

















































〔 1 〕 時代様式の理解（社会状況，当時の楽器
や音楽スタイルの理解）
〔 2 〕 テーマと各変奏の楽曲構成の分析（作曲
技法の理解）
〔 3 〕 メロディー・リズム・ハーモニー“音楽
の三要素”の融合（音楽的文法の理解）
〔 4 〕 各変奏に必要なテクニックの習得（エ
チュードとしての役割）





















































































































































































の変奏曲》WoO. 80と C. チェルニー「練習
曲」を併用した効果的な指導法



























8 小節の創作主題［譜例 1 ］は，左手の半音
階下降の和声進行が特徴的で，‘起承転結’に
も置き換えられる 2 小節× 4 のシンプルな構造
を持つ9）。





















発 達 教 育 学 部 紀 要
第 4 変奏は【多声構造】の型を持ち，それは













































































































































































発 達 教 育 学 部 紀 要
者として多面性に富んだ C. チェルニーへの関
心が一層深まったことも，大きな収穫であった。
今後も引き続き，ピアノ指導教材として「変奏
曲」や「練習曲」に焦点を当て，様々な事項を
結びつけて多角的な学びを実現する，効果的な
ピアノ指導法の在り方について研究を深めてい
きたい。
註
1 ）Czerny の日本語表記は「チェルニー」「ツェ
ルニー」の双方が使用されているが，本稿で
は『ニューグローブ世界音楽大事典』での表
記に基づき，本文中においては「チェルニー」
に統一する。なお，著書や楽譜の表記につい
ては，オリジナルのまま示すことにする。
2 ）土居知子「〈変奏曲〉形式の楽曲を用いた効
果的なピアノ指導法（Ⅰ）」（『京都女子大学
発達教育学部紀要』第11号，2015）p. 93
3 ）装飾変奏とは，主に旋律に対して細やかで多
様な装飾を施す方法で，音価の細分化やリズ
ム・声部・調などを変化させ，時に‘厳格変
奏’とも呼ばれる。
4 ）土居知子，前掲書，pp. 94－97
5 ）主題をカノン風に扱ったり，特徴的な音型を
対声部に加えるなど，対位法を用いた変奏方
法。
6 ）自由変奏とも呼ばれ，主題の部分的特徴のみ
を保ち，変形や発展，拡大が行われるため，
主題との関連性が薄い。
7 ）下中弘編集『世界大百科事典　30』（平凡社，
1988）p. 212
8 ）アルフレッド・コルトー『コルトーのピアノ
メトード』（全音楽譜出版社，1994）p. 1
9 ）本稿における「変奏曲」の譜例作成にあたっ
ては，ウィーン原典版『ベートーヴェン　ピ
アノのための変奏曲集 1 』（音楽之友社，
1973）を参照した。また，「練習曲」の譜例
作成にあたっては，全音楽譜出版社『ツェル
ニー　 8 小節の練習曲』『ツェルニー125の
パッセージ練習曲』を参照した。
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